
様式５

河川名 阿武隈川水系阿武隈川右岸  26.4K～．28.4K

所在地 福島福島市渡利字舟場地先

アクセス
面積 10. 0ha

管理者 福島河川国道事務所

特徴

主な利用 散策、サイクリング、ジョギング、レジャ－、水生生物観察、釣り

利用者数 512 名

点検参加人数 129 名

№ 非常に
重要

1 ○ 61 ％ ○
2 ○ 88 ％ ○
3 ○ 23 ％ ○
4 ○ 93 ％ ○
5 ○ 59 ％ ○
6 ○ 35 ％ ○
7 ○ 32 ％ ○
8 ○ 44 ％ ○
9 ○ 51 ％ ○
10 ○ 44 ％ ○
11 ○ 62 ％ ○
12 ○ 33 ％ ○
13 ○ 51 ％ ○
14 ○ 23 ％ ○
15 ○ 43 ％ ○

良い点 悪い点

・大変良く整備されている。 ・水が濁っていて汚い。
・自然を感じられる。 ・トイレの場所が遠い。
・水にふれ合い自然学習できる場所として良い。 ・車の乗り入れが不便である。
・歴史とも関係の深い地であり、価値がある。 ・休むところが少ない。

■平成1８年現在の成績表

川の通信簿

■特に良い点 ■特に悪い点

危険な場所がなくて安全ですか
景色はいいですか
歴史・文化を感じますか
堤防や河川敷には、近づきやすいですか
水辺へ入りやすいですか
広場は利用しやすいですか

■総合コメント

個所名：阿武隈川　わたり水辺の楽校

～川の親しみやすさの成績表～

街並みと調和した親水空間

■河川公園はこんな所

豊かな自然を感じますか
水はきれいですか
流れている水の量は十分ですか
ゴミがなくきれいですか

総合的な成績：☆☆☆（三ツ星）

普通

現在の状況 重要度

休憩施設や木陰は十分ですか

％

駐車場は使いやすいですか

点検項目
重要

散歩はしやすいですか
トイレは使いやすいですか
案内看板はわかりやすいですか

JR福島東口駅から徒歩25分。渡利舟場バス停より徒歩5分

福島県庁前の阿武隈川と荒川の合流付近に位置し、近くには小学
校が多く子供達の活動の場となっている。水辺で生物の観察をすす
めるためのワンドがある「整備ゾ－ン」、自然をあるがままで残して
いる「保全ゾ－ン」、人と自然のふれあいに配慮した「共生ゾ－ン」
の３つがある。

水にふれ合うことができ、自然学習に適している価値ある場所である。
水質改善、駐車場や休息施設の充実が望まれている。

かなり良い部分があり一定の満足度を味わえる。

不要良い 普通 悪い

整備
必要


